
様式第 2（第 5条関係） 

令和４･５年度期第３回犬山市青少年問題協議会・犬山市青少年センター 

運営協議会 会議録 

 

１ 附属機関の名称 犬山市青少年問題協議会及び犬山市青少年センター運営協議会 

２ 開催日時 令和４年１０月４日(火)午前１０時～午前１１時４５分 

３ 開催場所 犬山市役所 ２０１ ２０２会議室 

４ 出席者した者の氏名  

（１）委員：佐々由高、板津克哉、畑竜介、小竹摩記、田島奈生美、深見公子、内藤慎二、

長嶌貴栄、南谷亜紀、松本里美（１０名／１１名中） 

（２）執行機関：文化スポーツ課 課長 坂野隆幸、青少年センター所長 梅村淳、 

同所相談員 角村利恵 

５ 報告事項 

（１）第３回犬山市青少年健全育成市民会議役員会の報告（深見委員） 

６ 議題 

（１）令和４.５年度研究に向けて 

①１２月研修について 

（２）３分間スピーチ(田島委員) 

（３）研修 

①「インターネットの安心安全な使い方」 

②質疑・意見交換 

（４）その他 

・青少年健全育成講演会の開催について 

・犬山市青少年健全育成市民会議への報告について 

・次回の３分間スピーチについて 

 

７ 傍聴人の数 ０人 

８ 内容 

（１）会長あいさつ     

   ・本日は１０時３０分から e-ネット研修がある。研修が始まる前までに他の議事 

などを終えておきたい。 

（２）第３回犬山市青少年健全育成市民会議役員会の報告 

   ・会議録を基に深見委員が報告した。主な内容はおあしす運動標語入選作品と表彰

式での役割分担と会報「おあしす」４５号（１２月号）、今後のおあしす運動の日

程についてであった。 

（３）令和４.５年度研究に向けて 

〇１２月の研修について 

    ・子どもの権利条約についての研修を考えていたが、良い講師が見つからなかっ

たので、別の方向性から進めていく。「デジタル・シティズンシップ教育」につ

いて研修を進めていきたいと考えている。 

（４）３分間スピーチ(松本委員) 

・中学生の学生服がブレザーになった。衣料品店に勤めている関係で、９割以上の 

子がブレザーを購入している。セーラー服を着たい女子もいたが、「みんながブレ 

ザーだから」とブレザーを購入していった。しかし、様々な小物を選ぶうちに、 

気持ちがブレザーに傾く様子も見られた。 

   ・女子にとっては、機能性等を考えると、ブレザーが安心との声もある。男子では、 



学ランを着たいという子もいた。いずれにしても、男子は２０㎝ほど身長が伸び 

る子もいるため、買い換えが必要であるとの声もあった。 

   ・男女どちらでも着用可能とはいうものの、男子仕様と女子仕様は、ボタンの掛け 

合わせが左前と右前で異なるため、兄弟姉妹関係でも上の子のものをそのまま下 

の子に着せるというわけにはいかないらしい。 

   ・令和５年度には、扶桑と春日井がブレザーに変わる。 

   ・暑い時期は、体操服で過ごしており、その方が楽であるという意見もある。 

   ・今の保護者は、中古の制服でも構わないという感覚を持っている。新入生は、新 

品でなければならないという時代がなくなってきているのかもしれない。 

   ・外国の方々は、日本の制服文化になじめないようである。お金もかかるし、母国 

に帰るまでの期間しか使わない子もいる。 

   ・制服の今後の方向性はどうなるだろうか？ 

（５）研修 

①「インターネットの安心安全な使い方」 

     一般財団法人 マルチメディア振興センター内 e－ネットキャラバン事務局  

講師 中部テレコミュニケーション（株）   湯淺 喜人 氏     

   〔内容〕 

    ・インターネットを上手に活用すれば、世界が広がり、便利なツールである。 

しかし、近年はネットによるトラブルが急増してきた。青少年問題の大半がネ 

ットによるトラブルである。 

・ネット依存、ネットいじめ、ゲーム依存、課金問題、文字のみのやりとりでの

誤解、写真・動画の拡散問題、デマ・フェイクニュースの拡散、性的な目的に

よる誘い出しやなりすまし、個人情報の漏洩、危険アプリのインストールによ

る個人情報の漏洩、ウイルス感染、ネット詐欺、著作権や肖像権の侵害など、

ネットトラブルの問題は多岐にわたる。上記の具体的な内容について、説明を

受けた。 

・トラブルに遭わないためには、①ルール作り、②機器設定とアプリの設定への

注意、③フィルタリングをするという意識を持つ必要がある。家庭でのスマホ

利用の時間や場所を決めたり、位置情報を OFFにしておいたり、フィルタリン

グをかけたりすることが大切である。 

・「青少年インターネット環境整備法」がつくられているため、スマホ会社でフ

ィルタリングは設定されている。それを外さないよう、ルールを決める。子ど

もの成長に合わせて家庭でのルール改正も必要である。子どもと話し合うこと

も大切。 

・「心の隙をつくらない」という意識を持たせたい。「自分は大丈夫」と思う気持

ちが危険である。 

②質疑や意見 

     Q.1 フィルタリングは、Wi-Fiでは有効ではないのか? 

 A.1 ブラウザで設定してあれば大丈夫。（iフィルタなど） 

 Q.2 スーパーなどで、Wi-Fiが入ってくる。安全か？ 

 A.2 無料 Wi-Fiは、公的な場所なら良いが、そうではないものもあるため、必 

ずしも安全とは言えない。 

Q.3 投げ銭の割合はどれくらいか？ 

A.3 人によって異なるが、際限なく使う人もいる。上限が決まっているお金な  

ら良いいが、親のクレジットカードの利用の場合、限度額まで使う子もいる。 

Q.4 ワンクリック詐欺が出たら、どうするか？ 



A.4 いったん通信を切る。線を抜く。電源を落とす。オフラインモードにする。 

Q.5 危険な年齢層は？  

A.5 スマホを利用する時点から、全ての人が危険な対象者である。 

Q.6 講師の先生は、資格が必要なのか？  

A.6 特にない。研修会を受講している。 

 （６）連絡・報告事項、その他 

①青少年健全育成講演会の開催について 
     演題 「いのちと性を考える」  講師：元助産師 愛智律子 氏  

・１１月１８日(金)１３：４５～１４：３０ 犬山中学校 
・１２月 ９日(金)１４：３０～１５：１５ 犬山南部中学校 

②次回の３分間スピーチについて（深見委員）    
③本会議の青少年健全育成市民会議での報告者について（小竹委員） 
④本会議の次回開催予定日は１２月１２日(月)午前１０時から 201.202会議室 

 

 
令和４年 月  日 
 
上記に相違ないことを確認する。 

   （署名）                 
 
                  （署名）               


